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南
知
多
町
の
「
回
天
・
震
洋
特
攻
基
地
跡
」
に

プ
レ
ー
ト
で
の
説
明
表
示
を

７
月
20
日
に
、
「
半
田
空
襲
を
記
録
す
る
会
」
主
催
の
知
多
半

島
の
半
田
以
南
の
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
あ

り
ま
し
た
。
内
田
議
員
が
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
保
存
を
要

望
し
た
回
天
・
震
洋
格
納
壕
跡
や
中
之
院
等
も
廻
り
ま
し
た
。

過
去
の
侵
略
戦
争
を
美
化
し
、
加
害
の
戦
争
責
任
を
曖
昧
に
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
遺
跡
か
ら
過
去
の
、

被
害
・
加
害
・
抵
抗
の
歴
史
を
学
び
直
し
ま
し
ょ
う
。

発行

中
島
飛
行
機
半
田
製
作
所
～

常
滑
生
住
院
本
堂
弾
痕
跡

知
多
半
島
の
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る

基
礎
跡
・
隊
門
跡
（
河
和
中
）
等
、
南
知
多

町
で
は
特
攻
兵
器
の
回
天
・
震
洋
遺
跡
、
岩

屋
の
中
之
院
軍
人
像
、
常
滑
の
生
住
院
本
堂

の
弾
痕
跡
を
訪
れ
ま
し
た
。
生
住
院
で
は
住

職
か
ら
直
接
話
を
聞
き
ま
し
た
。
本
堂
の
ケ

ヤ
キ
柱
に
は
、
は
っ
き

り
と
弾
痕
跡
が
あ
り
、

弾
痕
記
録
板
が
備
え
付

け
て
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
半
田
中
島
飛
行
機
製
作
所
跡
を

見
学
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
四
国
、
鹿
児
島

等
他
府
県
か
ら
、
67
の
男
女
中
等
学
校
（
現

中
・
高
）
か
ら
約
１
万
人
の
生
徒
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
鋲
打
ち
、
ド
リ
ル
、
板
金
、
旋

盤
な
ど
の
身
体
労
働
で
あ
り
、
10
時
間
労
働

で
、
休
日
は
月
２
回
、
寮
の
食
事
は
芋
や
雑

穀
中
心
の
粗
末
さ
で
し
た
。
１
９
４
４
年
の

12
月
７
日
の
東
南
海
地
震
や
そ
の
後
の
１
９

４
５
年
の
工
場
の
空
襲
被
害
で
、
今
分
か
っ

て
い
る
だ
け
で
、
１
２
３
人
の
学
徒
の
犠
牲

が
出
て
い
ま
す
。

中
島
飛
行
機
の
滑

走
路
跡
・
エ
プ
ロ
ン

跡
（
駐
機
場
）
・
赤

煉
瓦
建
物
の
弾
痕
跡
、

雁
宿
公
園
半
田
空
襲

記
念
碑
、
河
和
海
軍

航
空
隊
の
給
水
塔
の

第
１
・
２
海
軍
航
空
隊
跡
地
に
は

美
浜
町
教
育
委
員
会
の
プ
レ
ー
ト
表
示

現
河
和
中
の
正
門
前
に
は
、
こ
の
地
が
過

去
の
第
２
海
軍
航
空
隊
基
地
の
門
で
あ
っ
た

こ
と
が
プ
レ
ー
ト
で
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
ス
ー
パ
ー
「
フ
ィ
ー
ル
」
の
裏

海
岸
堤
防
付
近
に
、
海
上
飛
行
機
を
海
ま
で

す
べ
ら
せ
て
入
水
さ
せ
た
、
斜
度
４
度
と
い

う
ス
ベ
リ
と
い
う
建
設
物
が
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
示
す
プ

レ
ー
ト
表
示
が

こ
こ
に
も
あ
り

ま
し
た
。

第２２２号 日本共産党の政策と活動をお知らせします あなたの声をお寄せください ２０２２年７月３１日

飛行機を入水させるスベリ跡(河和)

美
浜
町
に
は
、
第
１
・
第
２
海
軍
航
空
基

地
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
第
２
海
軍
航
空

基
地
は
、
当
時
の
浦
戸
地
区
・
古
布
地
区
の

住
民
を
強
制
移
転
さ
せ
、
有
無
を
言
わ
さ
ず

広
大
な
土
地
の
確
保
を
し
ま
し
た
。
河
和
交

差
点
か
ら
の
海
軍
道
路
の
建
設
等
、
朝
鮮
人

を
利
用
し
た
軍
部
の
力
に
よ
る
戦
争
遂
行
へ

の
基
地
づ
く
り
の
跡
が
、
今
で
も
田
ん
ぼ
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

河
和
中
学
校
内
の
自
転
車
置
き
場
に
は
巨

大
な
円
計
上
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
海

軍
施
設
の
水
の
配
水
を
担
当
し
た
給
水
塔
の

基
礎
部
分
が
壊
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
給
水
塔
を
利
用
し
て
い
た
海

軍
基
地
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

当
時
の
戦
争
を

思
い
起
こ
し
、
平

和
学
習
を
す
る
た

め
の
条
件
が
整
え

ら
れ
て
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

美
浜
町
河
和
中
学
校
の

敷
地
内
に
給
水
塔
基
礎
残
存

ワ
イ
ン
場
・
浴
場
跡
の
基
礎
も
残
る
あ
ぜ
道

<川柳コーナー>
莫
大
な
献
金
に
家
族
も
人
生
も
壊
さ
れ
、
旧

統
一
教
会
へ
の
恨
み
は
極
ま
り
、
安
倍
氏
銃
撃

事
件
に
。
旧
統
一
教
会
へ
の
献
金
相
談
は
、
昨

年
度
も
ま
だ
全
国
で
３
億
円
に
も
上
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
反
社
会
的
な
団
体
と
癒
着
し
て
い
る
議

員
は
、
当
然
辞
め
る
べ
き
で
す
。

人
生
を
壊
さ
れ
恨
み
極
限
に

元
河
和
南
部
小
学
校
付
近
の
河
和
海
軍
第

１
航
空
隊
の
跡
地
は
様
々
な
戦
争
遺
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
田
の
あ
ぜ
道
に
は
、
当
時
の
ワ

イ
ン
保
管
場
や
、
浴
場
跡
の
基
礎
も
残
っ
て

美
浜
町
の
よ
う
に
戦
争
遺
跡
に

プ
レ
ー
ト
の
説
明
表
示
を

知
多
の
遺
跡
め
ぐ
り
か
ら
、
美
浜
町
、
半

田
市
、
常
滑
市
は
戦
争
を
伝
え
る
た
め
に
私

的
・
公
的
に
遺
跡
の
説
明
表
示
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
南
知
多
町
の
「
震

洋
」
格
納
壕
跡
は
、
草
が
生
い
茂
り
、
分
か

ら
な
い
よ
う
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
田
議
員
が
一
般
質
問
で
要
望
し
た
よ
う

に
、
特
攻
兵
器
「
震
洋
」
の
格
納
壕
跡
の
保

存
と
、
子
ど
も
た
ち
に
歴
史
を
語
り
伝
え
る

た
め
に
、
町
と
し
て
の
プ
レ
ー
ト
で
の
説
明

表
示
板
の
設
置
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
表
示
は
、

多
少
お
金
が
か
か
り

ま
す
が
、
決
断
す
れ

ば
す
ぐ
で
き
ま
す
。

実
行
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

お
り
、
航
空
隊
が
空
襲
に
備
え
た
地
下
指
揮

壕
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
地
下
壕
の
あ
る

土
地
は
、
美
浜
町
が
戦
後
払
い
下
げ
で
そ
の

部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
て
買
収
し
ま
し
た
。

こ
ん
も
り
と
し
た
山
に
な
っ
て
お
り
、
周
り

は
柵
が
は
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

海軍航空隊隊門跡(河和中)

旧海軍の給水施設跡(河和中)

「震洋」跡地(片名２０１６年当時)


